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はじめに

平成 18年に文部科学省より『これからの図書館像一地域を支える情報拠点を目

指して』が提案され,平成 24年には「公共図書館の設置及び運営上の望ましい基

準」が改正されたことなどにより,改めて,社会や制度の変化,新たな課題等に対

応した図書館サービスの検討が必要となつてきた。藤沢市では,平成 24年度から

平成 26年度にかけ,図書館職員による「これからの図書館検討会議」(以下「職員

による検討会議」という。)において,藤沢市図書館のこれからを検討するのに資

するよう,現状と課題がまとめられた。

「職員による検討会議」の報告を受け,平成 27年度に学識経験者・市民委員等

による「藤沢市これからの図書館検討委員会」(以下「委員会」という。)が設置さ

れ, 2年間にわたりこれからの藤沢市図書館のあり方について検討してきた。

委員会では藤沢市図書館の現状を分析するなかで,見えてきた課題に基づき,平

成 27年度は,7回の委員会の中で4市民図書館 11市民図書室のあり方を中心に「藤

沢市公共施設再整備プラン」に計画されている南市民図書館の再整備についても議

論を行い,中間報告を作成した。平成 28年度は 7回委員会を開催し,図書館サー

ビスの充実や藤沢市図書館の将来像について検討した。

また,これからの図書館のあり方を検討するための参考として,市内の図書館・

図書室,特徴ある県外の図書館への視察も行つた。平成 28年度には委員会の意見

も取り入れた利用者アンケー トが4市民図書館 11市民図書室で実施され,利用者

の率直な声が多数寄せられた。委員会ではアンケート結果から藤沢市図書館への意

見・課題を抽出し,あわせて検討を行った。ここに2年間にわたり委員会において,

藤沢市図書館のあり方等について,「ふじさわ教育大綱」の基本的な方針をもとに

「藤沢市図書館が市民のためにめざすもの」として報告をまとめる。



1 藤沢市図書館について

(1)あゆみ

藤沢市図書館は,戦後まもなく一戸一冊献本運動により昭和 23年に開館 した。

その後,昭和 32年に長後分館 (現 。長後市民図書室),昭和 38年に中央図書館

(現・南市民図書館)が新築開館 したのち,「市民 10万人に 1館」という4館構

想のもと「いつでも,ど こでも,だれでも,なんでも」市民が自由に資料を借 り

て利用できるよう4市民図書館を設置 した。また市民図書室は,地区市民センタ

ー・公民館に 11室併設 し,これを図書館運営の一部に組み込み,地域の知の拠

点として多くの市民に利用されるよう整えている。

(2)概要

現在,総合市民図書館を中心とした図書館システムを構築し4市民図書館 11

市民図書室において,直営事業によつて全域サービスを行つている。

総合市民図書館は,1986年 (昭和 61年 )10月 に開館 し,湘南台・善行・六会・

長後地区の地域館の役割も持ちつつ,分館及び市民図書室を支援するなどの総合

調整機能を持ち,図書館サービス網の中心としての機能を兼ねている。豊富な蔵

書によるレファレンス機能を備え,市内・県内の地域資料も数多く収集 している。

南市民図書館は市制施行 20周年を記念 して,1965年 (昭和 38年)に中央図書

館 として開館 し,半世紀以上にわたつて多くの市民に利用されている図書館であ

る。総合市民図書館が 1986年に開館 した際に,南市民図書館と名称変更し,現

在に至つている。藤沢・鵠沼・片瀬・村岡地区をエ リアとしており,平成 27年

度は約 40万人が利用しているが,すでに建築から 50年以上経過 してお り,建物

の老朽化は否めず,階段や段差などが多くバ リアフリーに対応 していないなど,

高齢者や障がい者などが利用しづらい状況となっている。

辻堂市民図書館は 1993年 (平成 5年)に開館 し,辻堂・明治地区をサービス

エ リアとしてお り,市民の関心の高い闘病記や環境問題に関する図書などを積極

的に収集 している。 」R辻堂駅に近いことから茅ヶ崎市民の登録者も多い。

湘南大庭市民図書館は 2000年 (平成 12年 )に開館 し,主に大庭・石川 0遠藤・

御所見地区をサービスエ リアとし,自 然保護に関する本が多数あり,医療情報コ

ーナーも設置されている。また藤沢市にゆかりのある人の著作 「市民文庫」や文

化人の資料群である「特別コレクション」を所蔵 している。



これ ら3つの分館は,特性を持ちつつも一般的な資料を中心とした蔵書構成を

有し,市民の 日常の課題解決のための調査相談や読書要求に対応するとともに ,

おはなし会や講演会等の事業を展開してお り,どこに住んでいても,同 じ質のサ

ービスが受けられるライブラリーシステムが構築されている。

11市民図書室は,市民の生活の場に最も隣接する図書館のサービス・ポイン ト

として,児童書や教養,実用,趣味等に関する基本書を備えるとともに, 4市民

図書館資料の受取や読書相談の窓口となっている。

4市民図書館 11市民図書室は藤沢市が一体的な運営をしており,そのうち ,

辻堂・湘南大庭市民図書館については,市民NPOと の協働運営 1と なっている。

図書館サービスにおいて,図書館資料の受取が市民図書室で可能であり,高齢

や障がい等の理由で来館できない人には4市民図書館による宅配サービスを行

うなど,市内全域ヘサービスの提供がなされている。また総合市民図書館に併設

しているソ点字図書館を含め,多 くのボランティアや市民との協働により運営を行

う体制が整えられており,市民の学びの場であるとともに,社会参加の場ともな

つている。

2 委員会における現状把握

(1)藤沢市図書館の現状データ等

藤沢市図書館 (4市民図書館 11市民図書室)における過去 6年の蔵書数 。登

録者数・貸出者数・貸出件数については,図表 1～図表 4の とお りである。また ,

各市民図書館及び市民図書室の配置にらいては,図表 5の とお りである。

なお,市内のいくつかの地区からみた市民図書館及び市民図書室の利用状況等

については,図表 6～図表 8の とお りである。

1市民図書館 4館のうち 2館は、専門的な司書知識をもち、藤沢市図書館につながりのあった市
民スタッフが中心となって構成されている「NPO法 人 市民の図書館・ふじさわ」に業務委
託している。これは、単なる民間への委託ではなく、市民NPOと の協働による一体的な図書
館運営であり、藤沢市図書館の特長である。



図表 1

◎蔵書数年度別推移

蔵書数については,総合市民図書館 と湘南大庭市民図書館が微増 となってお り,

その他については,微減傾向にある。

図表 2

登録者数について,総合市民図書館においては,平成 22年度の 49,076人から平

成 27年度は 42,244人となり減少がみられ,その他の市民図書館においても減少傾

向がみ られた。

総 合

市民図書館

南

市民図書館

辻 堂

市民図書館

湘南大庭

市民図書館

市民図書室 △ロ 計

平成22年度 532,225 189,157 187,982 302,009 179,766 1,391,139

平成23年 度 533,684 185,823 186,035 308,517 178,032 1,392,091

平成24年度 532,686 184,364 186,238 310,846 176,117 1,390,251

平成25年度 534,745 183,149 183,903 314,448 170,950 1,387,195

平成26年 度 537,109 1 82,069 180,914 318,197 168,041 1,386,330

平成27年 度 541,995 183,350 181,838 320,864 166,282 1,394,329

◎登録者数年度男1推移

総 合

市民図書館

南

市民図書館

辻 堂

市民図書館

湘南大庭

市民図書館

市民図書室
△
計

平成22年 度 49,076 34.599 30.515 1 31,156 167`538

平成23年 度 47,981 34,481 29,854 22,310 30`526 :65,152

平成24年 度 46.826 33.954 22.263 29,897 162、 122

平成25年 度 45,370 33,125 28,491 21.928 29,260 158、 174

平成26年 度 43,752 32,422 27,710 21.696 35,733 161,313

平成27年 度 42,244 31.859 21,234 33,305 155,769



図表 3

貸出者数について,市民図書館 と市民図書室については,多少の変動はあるも

のの,大 きな変動はなかった。

図表 4

◎貸出者数年度別推移

総 合

市民図書館

南

市民図書館

辻 堂

市民図書館

湘南大庭

市民図書館

市民図書室
△
ロ 計

平成22年度 422,678 267,142 307,366 255,058 248,435 1,500,679

平成23年 度 432.317 264.648 251,925 253,187 250,021 1,452,098

平成24年度 435,360 263,298 248,904 253,681 251,994 1,453.237

平成25年 度 438,180 255,897 233,396 249,571 237,627 1,414,671

平成 26年度 441,567 256,342 233,828 251,237 237,694 1,420,668

平成27年 度 432,162 260,271 231,121 246,582 241,394 1,411,530

◎貸出件数年度別推移

4 館 計

館

計
４
△
ロ

4 館
市民図書室

合 計
個人貸出

団体貸出

個人合計 図書 雑 誌 A∨

平成22年 度 3,368,741 2,713,219 152,203 503,319 14,409 3,383. 4,205,423

平成23年 度 3,266,310 2,625,988 149.643 490.679 15,434 3,281, 744 4,097,286

平成24年 度 3,234,502 2,610,108 158,752 465,642 19,773 3,254,275 4,080,426

平成25年 度 3,095,118 2,507,848 150,488 436,782 18,472 3,113.590 3,891,149

平成26年 度 3,063,105 2,474,469 151,442 437,194 23,322 3,086,427 3,863,939

平成27年 度 2,986,693 2,427,575 150,913 408,205 26,620 3,013,313 3,803,790

貸出件数については,市民図書館,市民図書室とも減少傾向がみられた。



図表 5 藤沢市各地区と図書館・図書室の配置イメージ 1
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図表 6 地区別図書館・図書室での貸出者数 (2012年度)

市内 13地区について,図書館 0図書室の貸出者数を比較した。そのうち,貸

出者数が少ない御所見地区,貸出者数が多い鵠沼地区,総合市民図書館,湘南大

庭市民図書館と均等な距離にある善行地区の3地区について特に注目すると,御

所見地区,鵠沼地区では,地区から近い図書館での貸出者数が 1番多く,地区内

にある図書室が 2番 目に多い。善行地区では 1番目に総合市民図書館, 2番目に

湘南大庭市民図書館の利用が多く,地区内の図書室が 3番 目に利用されている。

このような傾向は,地区内に図書室がない湘南台地区,湘南大庭地区を除けばす
べての地域にあてはまった。



図表 7 藤沢市各地区と図書館・図書室の配置イメージ2
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図表 6の内容を藤沢市各地区と図書館・図書室の配置イメージにあわせてみた。

各地区に近い図書館の次に地区内にある図書室が利用されていることがわかる。
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図表 8 藤沢市各地区と図書館 0図書室の配置イメージ 3
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ころ,六会地区以外は単一の図書館 となつた (ただし,御所見地区ついては地区

全体での貸出者数が 20,000人未満なので,貸出者数が最も多い総合市民図書館

に含めた )。 なお, 4市民図書館で各館 ともに広域利用にあたる地区外の貸出者

数は 20,000人 を超えている。
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(2)利用者アンケート調査からみる藤沢市図書館

図書館の利用の実態や利用者の意識。要望を把握するために,アンケート調査

を実施した。その結果,次のような状況がみえてきた。

◆アンケート調査の概要◆

【調査方法】  4市 民図書館 11市民図書室で,任意の平日 (月 。水 0木 )・
夜間開館日 (火・金)・ 休日 (土・日)を各 1日選び実施

【調査の期間】 2016年 7月 26日 から8月 10日

【配布数】  総合市民図書館 1,000枚

【回収率】

南・辻堂・湘南大庭市民図書館 各 500枚

H市民図書室 各 100枚

合計 3,600枚

2,970枚 回収率 82.5%

ア 主に利用する図書館について

各地区では,その地区に最も近い市民図書館が主に利用されている。ただし,

総合市民図書館については,近隣だけではなく他の地区の居住者でも利用され

ていることが特徴 となつている。藤沢地区で 25%,片瀬地区 15。 5%,鵠沼地区

でも 12.6%が主に利用 していると回答している。これは,総合市民図書館の豊

富な蔵書や調査研究室など機能が 4市民図書館の中で最も充実しているためで

あると考えられる。また,比較的図書館へのアクセスに時間を要する地域は ,

図書館を利用 しない割合が,御所見地区で 39.6%,村岡地区 20.4%と 高くなっ

ている。

イ 図書館 E図書室を利用しない理由

図書室利用者が図書館を利用しない理由として ,「図書館へのアクセスが不便

だから」が 15。 4%と 最も多い回答だつた。図書館利用者が図書室を利用 しない

理由として 「場所がわからないから」が 14.5%,「図書室に行く必要がないか

ら」12%と い う回答だつた。図書館利用者で図書室の場所やその存在を知らな

い人がいることがわかる6

ｎ
Ｕ



ウ 図書館 口図書室を利用するきつかけ

全体では「読みたい本があつた」が 43.8%,次に「子どものために利用した」

が 13.4%を 占めている。さらに年代別でみると,13歳から 20代までは「学校

の課題や宿題」「家族や友人・市民にすすめられて」,30代から40代は 「子 ど

ものために利用 した」が多く,各年代の図書館を利用するきつかけが異なるこ

とがわかる。見方をかえれば,一人ひとりのライフステージにおける図書館 と

の関わ り方は,子 どもから大人まで各年代で様々であると言える。

工 図書館の利用について

全体では 「本 0雑誌 OCD等を借 りる」が 63.1%,次いで 「予約する」「館

内で読む」となっている。また,「 (3)図書館・図書室を利用するきつかけ」

と同様,各年代で利用の仕方が異なつている。10代・20代は 「座席を利用す

る」「ゆつくりと過ごす」「館内で読む」など,図書館で滞在 しての利用に特徴

がみられる一方で,16歳から 19歳は,「本・雑誌 OCD等 を借 りる」という利

用が著 しく少なくなる。30代・40代では,「図書館・図書室を利用するきつか

け」と同様 「子どものために利用する」が多く,館内で利用するよりも,資料

を借 りることが中心となつている。50代以降についても,読みたい本を借 りて ,

自宅など図書館外で利用することが多くなっている。

オ 図書館へ望むこと

図書館資料の質・量の充実に向けたサービスを求める声とともに,来館で

きない人へのサービスなど,利用者一人ひとりの視点に立った取 り組みを求

める声も寄せ られた。また図書館の多機能性を求める声として,閲覧席だけ

でなく,グループで学習できるスペースや話ができるスペース,若者たちの

居場所など,市民の多様な活動の場が求められている。その中で滞在型図書

館 として,飲食できるスペースやカフェが望まれる一方,流行のカフェはい

らないとい う意見もある。

(3)特徴的な図書館における事例

これからの図書館のあり方や公共施設再整備プランに基づく,南市民図書館

再整備の参考とするために,複合施設や図書館サービスについて特徴的な図書



館の視察を行つた。

ア 君津市立中央図書館

市民情報交流センターとの複合施設であり,市役所や生涯学習交流センター

に隣接 している。館内にあるホールは,紙芝居やペープサー トなどもできる舞

台設定となつており,座席も可動式で,講演会だけでなく様々な催 しに利用で

きる。市民の作品を展示できるギャラリーなども備え,本の貸出だけでなく,

市民の活動 0交流の拠点となっている。南市民図書館建替の際の,ホールのあ

り方や市民との交流の場の確保の必要性を感 じるとともに,閲覧席のある開架

式の書庫やすべての書架にある展示スペースを利用して魅力ある書棚づくり

に努めている点も参考となった。

イ 塩尻市立図書館
「えんパーク」と呼ばれる塩尻市市民交流センターは,図書館のほか市民活

動を支援する「交流支援課」と「子育て支援センター」の 3つのセクションか

ら成 り,そのほか商工会議所など官民が同居した複合施設である。「図書館」「子

育て支援 0青少年交流」「シニア活動支援」「ビジネス支援」「市民活動支援」

の 5つの分野が,`互いに連携することで,新たな価値が生まれ地域の活性化に

つながつている。敷地内には,誰でも使えるオープンスペースやスタジオ,談

話室などがあるほか,各所にテーブルと椅子が置かれ,若者の居場所,子 ども

と一緒に過ごせる場所,大人の居場所として多くの市民に利用されている。

また,特産のフインに関する資料など地域の特性を生かした資料収集に努め

ている。

(4)方向性を見出すために

今後の藤沢市図書館のあり方について検討するため,図書館利用統計,利用

者アンケー ト,視察等に基づき課題を整理するとともに,これ らの結果だけで

なく,委員それぞれが持つている見識や,事務局からの説明なども参考に,さ

まざまな要素を鑑み,藤沢市図書館の方向性を考えた。

利用者が図書館 。図書室に対 して満足を感 じていることや, 身近に図書館・

図書室があり,全域サービスを行つている事例は,全国的に見ても誇れるもの

であり,今後も4市民図書館 11市民図書室体制は継続することが望まれる。



そして, 4市民図書館 11市民図書室のあり方について,これまでの直営の

運営体制は,長年培ってきたボランティアとの協働や他課・他団体との連携を

より発展させ, 4市民図書館 11市民図書室における図書館の全域サービスを

進めてきたと考えられる。

また,利用者アンケー トから,年代ごとの利用に関して検討すべき課題も見

つかった。

視察においては,図書館が居場所 (サー ドプレイス)と して,多様な創意工

夫の中で,多面的な利用を通じて利用拡大を図る重要性が感 じられた。

全体を通 じて,主体性を持つて図書館システムを大切にすること,運営主体

は藤沢市 (直営)であること,図書館員の専門性をさらに高め,高度な専門性

を持つた図書館サービスを目指すこと,図書館に来たことがない人が, どうし

たら図書館へ来るのか,来たくなるような図書館づくりはどうすべきかなどが ,

これからの図書館のあり方 として検討課題に挙げられた。

3 藤沢市図書館の方向性

(1)基本の考え方

藤沢市図書館の長年にわたる取組を生かしつつ,発展させていくために,次

の事柄を基本的な前提 とする。

・社会教育施設 という単なる建物ではなく,藤沢市全体に広がっている図書館

サービス (社会システム)と しての図書館は,「学ぶため,知るため,楽しむ

ための読書」 と「調べるための調査・研究機能」を備えるものであること。

・「いつでも, どこでも,だれでも,なんでも」をモットーに, 4市民図書館

11市民図書室を最大限に利用して,乳幼児から高齢者まですべての人に全域

サービスを提供すること。

・図書館サービスの実施にあたり,直営であればこそ,長期的な図書館の人材

育成が可能であり,行政に必要な知識 。経験を活かし,かつ司書としての専

門性を維持 した人材が確保でき,職員の交流や連携を通 じて,よ り豊かな市

民生活を支える,市民のための積極的な図書館サービスの展開が可能なこと。



(2)これからの藤沢市図書館

ア 4市民図書館 11市民図書室の役割を踏まえた機能の強化

藤沢市図書館の特徴は,4市民図書館 11市民図書室の全域サービスである。

豊富な資料を有する市民図書館,徒歩で行かれる身近な市民図書室,市民の

様々なニーズに応えるために,それぞれ役割を担いつつ,4市民図書館 11市

民図書室の一体的な運営により,全域サービスを行つている。

・ 4市民図書館 11市民図書室による全域サービスの徹底

サービスの向上には,市民がどこからでもアクセスでき,平等にサービ

スが受けられるよう,ICTを活用したオンラインシステムの構築が求めら

れる。自宅近くの図書館・図書室で同様のサービスが受けられることが必要

である。

市民図書室のオンライン化や配送システムの充実などにより,ネ ットワ

ークを強化することで,全域サービスの徹底が図られる。
口4市民図書館 11市民図書室の充実

市民図書室のオンライン化により,全市の蔵書を一元的に管理し,市全

体の蔵書構成の把握や地域資料を含む全ての資料の書誌情報の共有化を進

めることにより,蔵書構成と資料保存の体制の充実を図る。

また,今後施設の老朽化に伴い,想定される南市民図書館や市民図書室

などの再整備においては,施設を充実させるとともに,藤沢市全体の図書

館システムの強化を踏まえた建設計画が望まれる。

口地域の特性や機能の充実

藤沢市内の各地域の特性に応じて,地域資料の収集を進め,また,地域
・  の課題の解決に資する蔵書構成を行い,子どもから高齢者まで,地域のす
べての人の学びや活動の拠点,居場所となるための機能を強化する。また

情報化社会の進歩に合わせ,WittFiな どICTの活用に努める。

イ 4市民図書館 11市民図書室の資料収集 口保存
「藤沢市図書館資料収集方針」に則り,利用者のニーズを把握し提供で

きるよう努める。オンライン化により,全市の蔵書を一元的に管理し,

市全体の蔵書構成の把握や地域資料等の共有化を進めることにより,蔵

書構成と資料保存の充実を図る。藤沢市図書館の特色である地域資料の
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充実と市民文庫や特別コレクションの維持・管理も重要である。また将

来に向けて,長期的な視野に立ち, ICTを活用 し資料の電子化,デジ

タルアーカイブについても研究する。

利用者に「また来たい」と思わせる魅力ある書架は,図書館員の資料

に対する思いが詰まった奥行のある “資料世界"である。資料を知 り,

社会情勢に目を配 り,利用者の求める資料がどのようなものなのか,日 々

把握 し提供できるよう努める必要がある。

ウ 全ての人に利用 しやすい施設・設備

誰もが使いやすく,また来たくなる図書館 となるために,施設・設備の

充実を図る。

(ア)来 館・来室する人すべての人が利用 しやすい図書館

子どもから高齢者 ,障がいのある人も利用しやすい書架の配置はもちろ

ん,“資料世界"の奥行や物語があるような魅力のある棚づくりを目指す。

ベビーカーや車いすが十分通れる通路の確保や飲食できるスペース,み

んなの トイ レの設置など,施設・設備の充実とともに,サービス面でのバ

リアフリーも考える。        '

(イ)居 場所としての図書館
来館者が資料を利用するだけでなく,図書館を居場所として利用するた

めに,各年代が使いやすいスペースが必要となる。例えば,映画会や講演

会などの図書館行事に利用できるホール,調査研究に適した静かなスペー

ス,若者たちが集い意見交換など交流できるスペース,乳幼児や子どもた

ちが本に出会うためのスペースなどが必要である。

工 多様なニーズに即した図書館サービス

(ア)一 人ひとりのライフサイクルに合わせた図書館サービス
ー人の人が人生を歩んでいくなかで,ライフステージごとに図書館がど

う関わつていくのか,人 と人とをつなぎ:人 と資料をつなぐ図書館の役割

を考える。社会変化のある中で,年代別に適したサービスを考えるととも

に,多様な文化的背景やライフスタイルの人へのニーズも鑑み,市民一人



ひとりのライフサイクルを考え,一生を通じた図書館サービスの提供が求

められている。

・ 0歳からのサービス

子 どもたちが本に出会い,親 しむことができるように,乳幼児へのサー

ビスとしてブックスター ト事業の実施や,子 どもたちを読書の楽 しさに誘

うため,発達段階に応 じた読み継がれた本などのブックリス トの発行,お

はなし会などを開催する。また,子 どもと一緒に「子どものために本を借

りる」保護者へ向けても,保護者からの読書相談を積極的に受け付けるな

ど,子どもと本をつなぐ図書館サービスの充実に努める。

・ 10代～ 20代へのサービス

社会全体で育てていく必要のある若者の居場所づくりは,学校・家庭・

地域 との連携が必要であり,中でも地域にある図書館の役割は需要である。

利用者アンケー トから見えてくる 10代から20代の図書館の利用に合わ

せ,宿題や課題解決のための資料の充実や居場所づくりが重要となる。
日30代～40代へのサービス

仕事など社会での活動が多い世代に向けて,仕事に役立つ情報や課題解

決などレファレンスの充実を図るとともに,データベースの充実や ICT

の活用により,電子図書導入の研究,市民の多様化する生活スタイルにあ

つた開館時間の検討など,忙 しくて図書館に来館できない人へのサービス

も検討する。また 「子どものために」図書館を利用する子育て中の人につ

いては,本を通 して豊かな時間を家族で過ごせるよう,読み継がれた本か

ら新 しい本まで様々な資料を提供する。あわせて,子 どものためだけでな

く自分のためにも利用 してもらえるよう資料の充実を図る。

・ 50代～ 60代へのサービス

心豊かに充実 した社会生活を送るため,必要な資料を提供する。家や会

社だけでなくもうひとつの居場所,生涯学習の場,コ ミュニティの場が重

要である。資料の充実だけでなく,地域の課題解決のために ICTを 活用

した情報の提供も必要となる。

・ 70代以上へのサービス

いつでも, どこでも,だれでも,なんでもをモットーに,楽 しみ,学ぶ

機会を提供する。図書館べ来ることが困難な利用者には,ボランティアに



よる宅配サー ビスを行 う。高齢社会の進展により,新たなニーズが生まれ

る可能性があることを意識し,適宜,図書館の役割を検討 し直す。

(イ)図 書館の利用や活字を読むことに障がいがある人へのサービス

ー人ひとりの状況に合わせ,き め細かな対応が必要となる。来館 しなく

ても,来館者 と同様のサービスが受けられるよう電子図書などICTを活

用 し図書館サービスを提供していく必要がある。資料についても,墨字資

料だけでなく,点字図書や LLブック,マルチメディアデイジー2な ど電子

媒体等を活用 した資料の充実を図る。また,点字図書館や図書館で活動す

るボランティアとの協働により,個別のニーズに合わせたサービスの提供

も必要 となる。

(ウ)多 文化 口共生サービス

日本語を母語 としない人や 日本語を読むことが難 しい人など,様々な利

用対象に応 じたサービが必要である。グローバル社会の中で,その人の文

化や言語が尊重されるよう,利用者にとつて適切な言語と文字で情報を提

供するために,資料の充実を図る必要がある。また,外国人への母語教育

や 日本語の リテラシー教育なども必要となる。

(工)多 様な市民へのサービス

貧困や格差の広がる社会情勢や LGB T3な ど,社会的マイノリティー

の人たちや ,多様な背景を持つ人たちのニーズに対応 し,誰もが多様性に

よつて差男りされたり,偏見によつて社会から排除されたりすることがない

社会 となるため,様々な利用者に対する理解を深め,情報を提供すること

が必要である。

2LLブ ック :ス ウェーデン語の「やさしく読みやすい」という言葉の略として用いられる。
障がいがあつたり, 日本語を母語としていないなど,読むことに困難を伴う人を対象にしてい
る。
マルチメディアデイジー :D組 SYと は,Digital Accessible lnformation Systemの略で,視
聴覚障がい者や印昂J物を読むことが困難な人々のためにデジタル録音図書の国際標準規格とし

て,開発されたもの。マルチメディアデイジーは,音声にテキス ト,画像を同時に再生できる
デジタル録音図書のこと。
3 LGBT:レ ズビアン (Lesbian),ゲイ (Gay),バイセクシャル (Bisexual), トランスジ
■ンダー (■ansgender)の頭文字の総称。
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(オ)行 政支援サービス

各課の催 しや情報などを積極的にPRし ,連携を図るとともに市民サー

ビスの向上を目指す。また各課の業務に役立つ資料の提供などの支援をす

る。

オ 資料の広が り・市民とのつながりを重視 した取り組み

図書館 と市民とのつながりが、資料の広がりとなり,地域の課題解決や図

書館サービスの充実につながってゆく。

(ア)図 書館における藤沢らしさ

市民オペラ発祥の地であることや,藤沢にゆかりのある文化人が多いこ

となど,藤沢市の文化的な魅力や地域にまつわる豊富な地域資料は,藤沢

市図書館における特徴である。様々な媒体を利用して,藤沢の魅力を発信

する。

(イ)市 民や他団体との連携・協働

より良い図書館運営を目指すには,図書館にかかわる地域の人・団体等

との連携は不可欠である。ボランティアとの協働は,藤沢市図書館の大き

な特徴であり,今後も育成及び活動の支援に取 り組み,よ り発展させてい

く必要がある。また,関係部署,団体等,近隣自治体との相互協力・連携

も図書館サービスの充実のため重要である。

(ウ)図 書館運営

今後図書館運営に際し,専門的なサービスを実施するための司書の能力

と合わせて,自 治体の一組織として行政に必要な知識・経験のある職員が

必要となる。図書館サービス向上のため,人材の確保 と職員の資質向上に

努めていく必要がある。現行の市民NPOと の協働による一体的な直営で
の運営によつて,4市民図書館 11市民図書室の体制を維持するとともに,

市民との協働・連携によりさらなる図書館サービスの展開が期待される。
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(3)南市民図書館の再整備に向けて

委員会において,藤沢市図書館の中で喫緊の課題 として,開館から 50年以上

が経過 し,建物の老朽化が進む南市民図書館の再整備が必要であると考え,市の

公共施設再整備プランに基づき,南市民図書館再整備について検討を行つた。

ア 現状と再整備の必要性

開館から50年以上経過 し,建物は老朽化 してお り,耐震性の不安やバ リア

フリーに対応 していないなど,糸陛続して利用 していくことは困難である。

現在 JR,小 田急,江ノ電の藤沢駅から近く,来館 しやすい立地にあるが ,

1980年代に総合市民図書館の建設が検討 された際,市民から新中央図書館に

適合する地域は,藤沢駅周辺という意見が出された経過もあり,南市民図書

館の再整備に関しては,市民会館や秩父宮記念体育館など,文化的施設が集

まつている地域の中でも,できる限り藤沢駅に近く,人の集まりやすい場所

とすることが,立地条件として求められる。

現状として,図表 9に示したように,総合市民図書館の 3割程度の規模で ,

総合市民図書館の 6割の利用実績がある。また片瀬地区・鵠沼地区・村岡地

区・藤沢地区など広い範囲での利用が多い。

図表 9 総合市民図書館 と南市民図書館との比較 (平成 26年度 )

総合市民図書館 南市民図書館館

延床面積 4,725ぶ 11314耐

登録者数 43,000人 321000人

貸出者数 44万人 26万人

貸出件数 100万点 64万点

登録率 38%

資料費 約 6,000万円(人ロー人当たり124円 )

貸出件数 9.1件 (人ロー人当たり)



求められる機能等

南市民図書館の再整備において,複合施設として考えた場合,他機関と

の連携を深めることによつて,新たな魅力を付け加えることができ,これ

により市民サービスの向上が期待できる。

青少年施設や教育施設等との連携,滞在型の図書館サービスの検討も

含め,若者や異年齢の人たちの交流スペースや居場所づくりなどが重要

となる。また,市民会館や文書館との連携では,図書館サービスの幅を

広げることができる。例えば,市民会館のロビーを利用した展示スペー

スの活用や,訪れた市民への情報提供が可能となる。また,藤沢発祥の

市民オペラなど藤沢市らしい市民の取り組みに対する図書館サービスを

充実させることによつて,よ り豊かな市民生活を支えることができる。

また,地域の課題解決のために, レファレンス機能の充実を図る。そ

のためにインターネット環境の整備やデータベース等 ICTの充実が必

要となる。今後,4館 11室のオンライン化により,全市の蔵書を一元的

に管理していくにあたり,全体の書庫機能を持つことも必要となる。

また.藤沢駅周辺で,人が集まりやすい利点を活かすのであれば,現

行施設の単なる建替ではなく,総合市民図書館と同等又はそれ以上の規

模とし.機能の拡充ができるようにするべきである。また.開館時間等

についても見直し,さ まざまな利用者の利便性を高める体制を整える必

要がある。さらに,新たな機能を実現できように。資料整備のための計

画的な経費の確保が課題となる。

なお,建替の計画に時間を要する場合に,建物の状況を考え,老朽化

する施設が利用に耐えられない場合には,藤沢駅に近く,現在の図書館

利用者の利便性が低下しないような施設への仮移転も検討する必要があ

る。

ｎ
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おわりに 一持続可能な発展を目指して一

本検討委員会は,図書館利用統計,ア ンケー ト調査,活動事例の視察に基づい

て,藤沢市図書館の現状と課題を確認 した。その上で,藤沢市図書館が持続可能

な発展ができるようにするための基本的な考え方と方策を,機能,資料,施設・

設備 ,活動の側面に応 じて提示 した。とりわけ活動の面では,市民一人ひとりの

ライフサイクルに応 じた利用ができるようにすることが,藤沢市図書館が持続可

能な発展に向けて不可欠であると判断し,年代に対応 した重′点課題を指摘 した。

また,本検討委員会は,藤沢市図書館が全国の図書館の中でも極めて優れた営

みをしている背景には,市民の自発的 0積極的な図書館活動への支援や関わりが

あり,かつ,市民間にも強いつながりがあると認識する。こうした市民自身の取

り組みの意義は,言葉で表すのはたやすい。しかし,一度途絶えたときには,そ

うそ う容易には回復することはできない。藤沢市図書館に関わるすべての者は ,

今後の発展においても, この点を忘れてはならないと,本検討委員会は考える。

本検討委員会では,施設の老朽化とバ リアフリーに欠ける南市民図書館の改善

を,「中間報告」の中心的な検討課題 とした。同図書館の新築・改築等は,藤沢

市の政策上の方針が大きく影響する問題であることを踏まえ,本報告書では,今

後に向けた改善方策の一つとして示すにとどめた。ただし,施設の新築・改築等

は,地方行政にとつて一大事業であるからこそ,時機を逸する懸念が複数の委員

から示され,議論の要点になつたことも付言しておく。

藤沢市図書館は,市民の身近にあり,全域的に図書館活動を達成 している,全

国でも有数の事例の一つであり,藤沢市という中核都市が,全国に誇ることので

きる行政施策である。本検討委員会は,こ こに提言する活動が実践されることに

よって,市民にとつても日本の図書館界にとつても有効な図書館活動を,これか

らも展開し続ける拠点になると信 じてやまない。

藤沢市これからの図書館検討委員会

委員長 小 田  光 宏



資料1委員会の経過

実施日 会場 内容

第1回 2015年 8月 26日 総合市民図書館
藤沢市の図書館について
「これからの図書館検討会議」報告

第2回 2015年 10月 1日 辻堂市民図書館

4市民図書館・11市民図書室のあり方について
視察 :南市民図書館口湘南大庭市民図書館
辻堂市民図書館・明治市民図書室

第3回 2015年 11月 7日 総合市民図書館 4館11室のあり方と南館建て替えについて

第4回 2015年 12月 10日 藤沢市保健所 4館11室のあり方と南館建て替えについて

第5回 2016年 1月 29日 総合市民図書館 これからの図書館の方向性について

第 6回
(臨時会 )

2016年 2月 25日 総合市民図書館 中間報告について

視察 201解牢3月 9日
視察 :君津市立中央図書館
(千葉県君津市久保2-13-3)

第7回 2016年 5月 24日 総合市民図書館
これからの藤沢市図書館の検討課題について
利用者アンケートについて

第8回 2016年 6月 28日 総合市民図書館
これからの藤沢市図書館の検討課題について
利用者アンケートについて

第9回
(視察 )

2016年 8月 4日 視察 :塩尻市立図書館
(長野県塩尻市大門一番町12-2)

第 10回 2016年 9月 7日 総合市民図書館
これからの藤沢市図書館の検討課題について
利用者アンケート実施結果について

第11回 2016年 11月 2日 総合市民図書館
最終報告書について
利用者アンケート実施結果について

第 12回 2017年 1月 11日 総合市民図書館 最終報告書について

第 13回 2017年 2月 24日 総合市民図書館 最終報告書について



資料 2 藤沢市 これか らの図書館検討委員会設置要綱

(趣 旨 )

第 1条  藤 沢 市 において図書館 の果 たすべ き役割や新 しい時代 に即 した
これか らの図書館 のあ り方 を検討す るため「藤沢市 これか らの図書館検討

委員会 (以 下 「委員会」)を 設置す る。

(所掌事務 )

第 2条  委員会は、次の各号 に掲 げる事項 について調査、検討 を行 う。
(1)図 書館 に求め られ る役割 と図書館 のあ り方に関す るこ と。
(2)「 藤沢市公共施設再整備 プ ラン」に関わる図書館 の再整備 に関
す るこ と

(3)前 号にかかげるもののほか、本市の図書館等の推進 に必要 な事
項

(組織 )

第 3条  委員会 の委員 は、 12人 以内 とす る。

(委員 )

第 4条  委員会 は、次の各号 に掲 げる者 をもつて組織す る。
(1) 学識経験者
(2) 学校教育関係者
(3) 社会教育関係者
(4) 図書館 関係者
(5) 図書館 ボランテ ィア
.(6) 

公募市民

(7) 行政 関係者

(委員 の任期 )

第 5条  委員 の任期 は、 2年以 内 とす る。ただ し、委員 が欠 けた場合 にお
ける補欠 の委員 の任期 は、前任者 の残任期間 とす る。

(委員 長及 び副委員長 )

第 6条  委員会 には、委員長及 び副委員長 を各 1名 置 き、委員 の互選 によ
りこれ を定 める。

０
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2 委員長 は、会務 を総理 し、委員会 を代表す る。
3 副委員長は、委員長 を補佐 し、委員長 に事故 ある とき又 は委員長が欠
けた ときは、その職務 を代理す る。

(招集 )

第 7条  委員会 は、委員長 が招集す る。
2 委員会 は、半数以上の委員 の出席がなければ、会議 を開催 し、議決す
ることがで きない。

3 委員会の議事 は、出席 した委員の過半数で これ を決 し、可否 同数の と
きは、委員長 の決す る ところによる。

(意 見 の聴取 )

第 8条  委員会 は、必要 がある と認 めるときは、委員以外 の者 を会議 に出
席 させ て説明また は意見 を聞 くことができる。

(秘密 の保持 )

第 9条  委員 は委 員 会 の 中で知 ることがで きた個人 の情報 そ の他秘密 に
すべ き事項 を漏 らしてはな らない。委員 を退いた後 も同様 とす る。

(訪寸ネL)

第 10条  委員会 に出席 した委員 に別途定めた謝礼 を支払 う。

(庶 務 )

第 11条  委員会 の庶務 は、生涯学習部総合市民図書館 にお いて総括 し、
及 び処理す る。

(委任 )

第 12条  この要綱 に定 め るもののほか、議事の手続 きその他委員会の運
営 につ いて必要 な事項 は、委員長が委員会に諮 つて定 める。

附  則
この要綱 は、平成 27年 6月 1日 か ら施行す る。

′
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資料3藤沢市これからの図書館検討委員会委員名簿

任期 :2015年 8月 26日 ～2017年 3月 31日

区  分 氏  名 備  考

1 学識経験者 委員長 小田 光宏
青山学院大学
教育人間科学部教授

2 学識経験者 寺田 芳朗
建設コンサルタント
ー級建築士事務所 代表取締役

学識経験者 猪谷 千香
文筆家
ハフィントンポスト日本版記者

4 図書館関係者 副委員長 大村 勝敏 図書館協議会委員長

5 社会教育関係者 木村 依子 社会教育委員

6 図書館ボランティア 沼田 順子 おはなし会ボランティア

学校教育関係者 小松 員弓 富士見台小学校長

8 公募市民 長嶋 敏雄 公募

公募市民 藤平 美香子 公募

10 公募市民 オ寸」ヒ 雄太 公募

行政関係者
中島 直

生涯字習部長
(任期2015年 8月 26日 ～2016年 3月 31日 )

秋山 曜
生涯学習部長
(任期2016年 4月 1日 ～2017年 3月 31日 )

2015年 8月 26日 ～2016年3月 31日

総合市民図書館長
総合市民図書館

専任上級主査
田嶋 有紀子

総合市民図書館主幹
(南市民図書館 )

総合市民図書館
専任上級主査

総合市民図書館主幹

総合市民図書館
専任主幹In佐

人 市民の図書館・
ふ じさわ 事 務局 長

総合市民図書館

専任主幹補佐
瀬戸 あかね

201 1日 ～ 2017

事

務

局

総合市民図書館長 織部 朋子
総合市民図書館

専任上級主査
小林 恭子

総合市民図書館主幹
(南市民図書館 )

渋谷 宇―郎
総合市民図書館
主査

遠藤 賢

総合市民図書館

専任主幹
饗庭 寛子

総合市民図書館

担当
浅場 勝弘

総合市民図書館

専任主幹補佐
瀬戸 あかね

NPO法 人 市民の図書館 '
ふじさわ 事務局長

武  清
(2016年 4月 1日 ～
2016年 6月 27日 )

総合市民図書館
専任主幹補佐

田嶋 有紀子
河 村 融

(2016年 6月 28日 ～

2017年 3月 31日 )



資料 4 「藤沢市図書館・図書室ご利用者アンケート」集計結果

(ダイジェスト版)

【調査方法】

【調査の期間】

【配布数】

4市民図書館 11市民図書室で,任意の平 日 (月・水・木)0
夜間開館 日 (火・金)・ 休 日 (土・ 日)を各 1日 選び実施
2016年 7月 26日 から8月 10日

総合市民図書館 1,000枚

南・辻堂・湘南大庭市民図書館 各 500枚
H市民図書室 各 100枚
合計 3,600枚

2,970枚  回収率 82.5%【回収率】

目次

● 利用者アンケート集計ダイジェスト版のまとめ       1/33へ ―゚シ゛

● 問 1 利用者について                 2/33へ ―゚シ
゛

● 問3 図書館 or図書室を利用しない理由         5/33へ ―゚シ゛

● 問4 図書館もしくは図書室を利用しようと思ったきっかけ 8/33へ ―゚シ゛

● 問5 各項目についてどのくらい利用されていますか?  10/33へ ―゚シ゛

● 問7 各項目についてどれくらい必要だと思いますか?  22/33へ ―゚シ゛

ε
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利 用 百 ノング ー ト栞 計 tタ インエス ト肛 ノ

利用者アンケート集計ダイジエスト版のまとめ
(→は、関連があると思われる『藤沢市図書館が市民のためにめざすもの～5年後・10年後'100年後も受け継がれる図書館に向けて～
中間報告』のP3『2藤沢市図書館についての検討課題 (2)「委員会」の検討課題』①～⑥の項目を記載)

(1)藤沢市4移
珊冨締 毎讚翻健髪種轟儡

る`近隣の地域から利用されていた。C3～ R4参Ю

(2)図書室利用者が図書館を利用しない理由の主なものは、「アクセスが不便だから」(P.6参照)
→①4市民図書館

"市
民図書室の役割と新たな機能、②南館の再整備、⑥施設・設備・機能

(3)図書館利用者が図書室を利用しない理由の主なものは、「場所がわからないから」および、「行く必要がないから」(P.7参照)
→①4市民図書館¬市民図書室の役割と新たな機能

(4)藤沢市図書館を利用しようと思つた主なきつかけは、すべての年代を通せば「読みたい本があった」(P3参照)
→②南館の再整備、③図書館サービス、⑥施設・設備・機能

(5)藤沢市図書館を利用しようと思つた主なきっかけを年代別にわけると、13歳～20代「課題や宿題などで必要になった」、
30代「子どものために利用」、40代～80代以上「読みたい本があつた」と異なつた。(P9参照)
→②南館の再整備、③図書館サービス、⑥施設・設備・機能

(6)藤沢市図書館で利用されているサービスについて、図書館では「資料(本・雑誌・CD等 )を借りる」が、
図書室では「図書室の本や雑誌借りる」が「いつも利用する」と40%を超えて回答された。(P10参照)
→②南館の再整備、③図書館サービス、⑥施設・設備・機能

(7)臓沢市図書館で利用されているサービスを年代別に分けると、20代までは図書館で「机のある座席を利用する」が「いつも利用する」と約3o%
の回答、「ゆっくり過ごす」が「いつも利用する」と20%を超えて回答、30代、40代では図書館で「子どものために借りる」が「いつも利用する」と
20%を超えて回答など、年代ごとにいくつかの特徴がみられた。(P ll～ P21参照)
→②南館の再整備、③図書館サービス、⑥施設・設備・機能

(8)藤沢市図書館で今後必要とされている主なサービスや機能は、図書館では「開館時間の延長」、「自習専用席」、「授乳室・
おむつ交換スペニスの設置」が、図書室では「OPAC」、「ブックポスト」、「どこでも返却」、「インターネット予約」、「一度に検索」が、
「(どちらかといえば)必要」と50%を超えて回答された。図書館の項目より図書室の項目がより利用者に必要とされている傾向にあった。
(P22参照)
→②南館の再整備、③図書館サービス、⑥施設・設備・機能

(9)藤沢市図書館で今後必要とされているサービスや機能を年代別に分けると、図書館で13歳から20代までは「自習専用席」が
「(どちらかといえば)必要」と70%を超えて回答、30代・40代では「授乳室」が「(どちらかといえば)必要」と65%を超えて回答など、
年代ごとにいくつかの特徴がみられたち(P23～ P33参照)
¬②南館の再整備、③図書館サービス、⑥施設・設備・機能

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版 )

問1 利用者について

ウ 職業

年 齢

1 /33ページ

ア 性別 普段、誰と来館するか

工 住所

13歳未
2.13～ 15
約 13%と なる 。
4_20

40
50代 12_2

8.604t
9.701 t
10_80代以上

７
′

2/33ページ



問1工 住所(主に利用する図書館と地区)

コ答数 LL率0)
1.騰沢 雨 囚 ア 片瀬地区 16.5

イ 鵠沼地区 27_7

ウ 辻

枷一枷
1 234

カ

7用 雨 入 腱 地 区
ア 六 E
コ 1

サ 週 1

型一枷
1

L区 1

2.T外
案 lli口『 r

=
1

力 横 浜 市 5
の 4111

、三に 1イ 鶴 沼地区」、lオ 藤沢地区」、l工 村岡地区」、 いる。

3/33ページ

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版)

」 ている。

r軍鱚

藤 沢 百 囚

区

ウ 辻堂地区

エ 区

オ 薇沢」 て

力 明 治

'キ 雷行
'

【 α5

ク 湘南

ケ 六会 2

コ 潤 雨 き地区

サ 還藤地区

シ 長後地区 ―
・
０

一
ス 碑 F/T見 地 怪

Z.巾 例 ア 茅ケllH市 27.3

00
工 綾 瀬

六

横 浜

キ その他
回 答

:歴館

1.藤沢市内
×

「一二村‐誦
4

な 明治地区

キ 善行地区 5

区

ケ 大会 1

コ 湘 面 台 地 区

サ 還藤地区

ツ 長優地区 1

ス 御 所 見 地 区

2.百外 ア 茅ケ崎市 1114

イ 寒 J‖町 ２

一
市 6

工 綱 麗 面

大 和 雨

積 浜 市 1

その他 1

答

登雨民凶吾頭の釆露者の任防をみてみると、:ス 御肪見地区」を除く藤沢市12地区は、利用者の住所の10%以上を占めている図書館がひとつあり、
かつ複数の図書館にわたり10%を占めることはない。ただし、「茅ヶ崎市」については、辻堂市民図書館と湘南大庭市民館について利用者の10%を

28
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利用者アンケート集計(ダイジエスト版)

問3図書館or図書室を利用しない理由 対象者数1344名

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版 )

問3図書館を利用しない理由(図書館未利用者)対 象者数 305名

図署館 '図薔里全体でみると、11.場 FJfがわからない」、12.ア クセスが不偶」
「9.行く必要がない」が 15%を超えている。
図書館(P.6参照)・図書室(P7参 照Xこわけて

“
それぞれの理由をさらに分析す

5/33ぺ‐―ジ
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F●53図書室を利用しない理由(図書室未利用者)対象者数 1058名

利用者アンケート集計 (ダイジエスト版)

間4   図書館もしくは図書室を利用しようと思つたきつかけ

t面洒菫は希菖センター塾辱館に併設されている。左堂電青霧集鶴軍り壁漂黒マ]脇 じ質モ

7/33ペーーン
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利用者アンケート集計 (ダイジエスト版 )

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版 )

問5各項目についてどのくらい利用されていますか?

13歳未満 16～ 19 201t 30代 40代 50代 60代 70代 10代 以 ト

図書館 ホームベージや市 の広報 などをみ て興 味 がわ し 2

ヤ)し

3家 族 や友人・知 人 にすすめられ て興 味 が わ いた 22」

4学 校 の課題 や宿題などで必要 になった
仕平 などで必要 になつた

6読みたい本があつた 54.6 49,7

7利 用 したいcD・ ビデオ等があった
8ゆ つくりとくつろぎたかつた 5

9子 どものため に利用した

その他

つか けの王な埋田か異なる灘果となつた。日奮力`ZO%型 え0選択肢ほ以 ぽ めつた。
13歳未満については「6読みたい本があつた」、「3家族や友人・知人にすすめられて興味がわいた」
13～ 15歳については「4学校の課題や宿題などで必要になった」、「6読みたい本があった」、「3家族や友人・知人にすすめられて興味がわいた」
16～ 19歳については「4´ 学校の課題や宿題などで必要になった」、「3家族や友人・知人にすすめられて興味がわいた」
20代については「4学校の課題や宿題などで必要になった」、「6読みたい本があつた」
30代については「9.子どものために利用した」、「6読みたい本があつた」
40代 1こついては「6.読みたい本力ぐあつた」、「9子どものために利用した」
50代 6ヽ0代 7ヽ0代、80代以上については「6.読みたい本があった l

9/33ぺ‐―ジ
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3わりと利用すζ 2たまに利用す 1利 用 しない 〕知らなかつ
ア 本 や 雑 諄 、CD。 ビデオ尋を借 りる・違 即する 20.4

イ 本や雑誌、cD・ ビデオ等への予約をする 27.2

ウ ロ書館の本。新聞・雑誌を館内で饉む

エ CD・ ビデオ等を館内で聰く。観る

オ 図書館の本などを使つてanべものをする ′.2 Z′ .4

力 机のある座席を利用する
一３

．

‐

39.2

キ 図書館のまんがを利用する(借りる。館内で読む・予約するなど)

ク ゆっくりと轟ごす 27.9

ケ 本や調べものについて、議員に相鱗する

コ 子どものために本や雑勝、CD。 ビデオ等を借りる 133 50

サ 催しもの (おはなし会 ,講演会・映画全など)に参加する

シ 会議室を利用する

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版)

問5各項目についてどのくらい利用されていますか?(利用者のみ)

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版)

問5各項目についてどのくらい利用されていますか?(13歳未満かつ利用者のみ)

11/33ページ

牛いつも利用す 3わ りと利用すそ たまに利用する11 利用しなし
ア 図書室の本や雑誌を借りる・返却する 43J

イ 図書館の本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる(受け取る)

ウ 図書館の本や雑聴、CD・ビデオ等を返却する
工 本 や 難 麗 、CD・ ビテ オ 軍 へ の 予 約 をす る 40.

オ 図書室の本。新聞・雑聰を室内で読む 32. 1_1

力 図書室の本などを使つて罰べものをする 28,7 42

キ 図書室のまんがを利用する(借りる、室内で読む、予約するなと

ク ゆうくりと過ごす 24.3

ケ 本 や調 べ もの につ いて躍 員 :こ相 猥する 51.

コ 子 どもの ため に本 や 難 Eを 借 りる

サ 催 しもの (お はなし会など)に多加する

こつ い て は 凶 薔 至 Ⅲ:用者 の み の 回 合 そ口 出 した ら、1利 用 しな い 、0知 らな か つた 、
となつた。すべての年代を通して集計した結果は、

(1)図書館については「ア 借りる・返却する」が40%を超えて利用され、「イ_予約をする」については利用する・しないが分かれた。
他は利用しないが20%を超えた。

3わ りと利用すζ .た啓 l―利 用 ]` 1利 用 しなし 0知 らなかったI無回否
ア 本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる・返爆する

イ 本や雑誌、CD・ ビデオ等への予約をする

フ 図暮館の本・新聞・難魔を館内で麟む 24.5 226
工 CD・ ビデオ等を館内で聴く・観る

オ 図書館の本などを使つて謗べものをする
力 机のある座席を利用する

キ 図書館のまんがを利用する(借りる・館内で読む・予約するなど)

ク ゆつくりと過ごす 302
ケ 本 や調 べ もの について、朧 員に相 談する

コ 子どものために本や雑誌 cヽD・ ビデオ等を借りる

サ 催しもの (おはなし会・鵬演会・映画会など)に参加する 13.2

シ 会識 室 を利 用 する

の み

4 いつ■,和 F わりと利用す

`

2たまに利用すそ 1 利 用しなし 0 知らなかつた 熙回答
ア 図書

イ 図書館の本や雑議、CD・ ビデオ年を借りる(受け取る) 15.4

ウ 図 の本や雑誌、CD・ ビデオ等を返却する
■ や雑鯰、CD・ビデオ年への予約をする 23.1

ケ 図書室の本・新聞・雑餞を室内で読む

力 図 の本などを使って胴べものをする

キ 図 のまんがを利用する(借りる、室内で讚む、予約するなど 3_

ク ゆつくりと過ごす

ケ 本 や調 べもの について職 員 に相 談す る

子 どもの ため に 本 や 難 筋 を借 り

サ 催 しもの (お はなし会など)に多加 する

こつ い て ほ 、lア 借 りう・遂 却 丁 う」、1ワ .麗円 で統 む 」、Iオ 岡 べ もの そ丁 う」、1刀 _弔 Lのあ 0性 席 」、1干。ま ん 力` 」、
「ク.ゆつくり過ごす」について、利用する・しない力ぐ分かれた。他は利用しないが35%を超えた。
(2)図書室については、「ア 図書室の本を借りる」が50%利用され、「ケ 職員に相談する」、「コ 子どものために借りる」、「サ 催しもの」

12/33ページ



問5各項目についてどのくらい利用されていますか?(13歳～15歳かつ利用者のみ)

本や調べものについて、職員

CD・ビデオ等を借りる

利用者ル ケート集計 (ダイジエスト版)

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版 )

問5各項目についてどのくらい利用されていますか?(16歳 ～19歳かつ利用者のみ )

13/33ページ

いつも利用す わ りと利 層 たまに利用する!1 利用しなし 知らなかつ, 答

ア 回 魯 室 の 本 や 麟 臆 多借 りる 。返 ヨ す る

イ図書館の本や雑鯰、CD・ビデオ等を借りる(受け取る)

ウ 図書 館 の本や雑 臆 、CD・ビデオ年をiE却する

工 本 や雑誌 、CD・ ビデオ等 へ の予 約をす る

オ 図書量の本・断聞・撻魔を窒肉で盟む

b図書室の本などを使つて調べものをする
キ 図書室のまんがを利用する(惜りる、室内で読む、予約するなど

ク ゆつくりと過ごて

ケ 本や調 べもの について職 員 に相 談す る 32.4

子どものために本 や雑 障 を借 りる

ナ催しもの(おはなし会など)に参加する

ク ゆつくり過ごす」について、利用する=しないが分かれた。他は利用しないが約35%を超えた。
(2)図書室については、「ア 図書室の本を借りる」、「イ 図書館の本を借りる」、「ウ 図書館の本を返却する」、「オ 室内で読む」、
「力 調べものをする」、「キ_まんが」、「ク.ゆっくり過ごす」、について、利用する・しないが分かれた。

4_いつも利用する13 わりと射l用する 2たまにlll用す 1 利J■しない10_知らなかっ
"
議回答

ア 本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる・返却する

イ 本や雑誌、CD・ ビデオ等への予約をする 12_2

ウ 図書館の本。新聞・難紘を館内で読む 122
工 CD・ ビデオ等を館内で聴〈・観る

オ 図書館の本などを使って期べものをする 1 25,7

力机のある座席を利用する
キ 図書館のまんがを利用する(借りる・館内で読む・予約するなど)

ク ゆつくりと過ごす 23.0

テ 本や鵬べものについて、職員に相談する
コ 子 どものため に本 や雑誌 、CD・ ビデオ等 を借 りる 00

サ 催 しもの (お はなし会・睛 演会・映 国会 など )に参 加す る 0.0

シ 書EI至を積用する

4いつも利用すそ 3わりと利用す 2たまに利用する 和1用 l´なし 知らなかつ1 無回答

ア 図書 軍 の本 や雑 露を借 りる。返 却 する

イ 図書館の本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる(受け取る)

ウ 図書館の本や雑誌、CD・ ビデオ等を返却する
工 本 や雑誌 、CD・ ビデオ琴 へ の 予約 をする

な 図書
=の
本・新聞・雑露を室内で続む

力 図書室の本などを使つて調べものをする

キ 図書室のまんがを利用する(借りる、室内で読む、予約するなど

クゆつくりと過ごす 40.0

ケ 本 や 艘べもの について職 員に相 談す る

コ 子 どものため に本 や雑 鯰を借 りる

け 催 l_■1の (お IEEな l´金など)に各加する

14/33ページ

(2)図書室については、すべての項 目で利用しない

1)凹薔露については、:力 机のある圧席」の利用旱が高く、:ウ 館内で誦む」(1オ 調べものをする」、「ク ゆつくり過ごすJについ
利用する・しないが分かれた。他は利用しないが40%を超えた。



利用者アンケート集計 (ダイジエスト版)

問5各項目についてどのくらい利用されていますか?(20代かつ利用者のみ)

CD・ビデオ等への予約をする

いつ■.滸l用す 3 わりと利用す たまに利用する 1利 用 しな い D.知 らなかった 騰回答

ア 図書 室 の 本 や雑 誌を 1普 りる・返 即する 25.5

イ 図書館の本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる(受け取る)

ウ 図書館の本や雑誌、CD・ ビデオ等を返却する
工 本や雑誌、CD・ビデオ等への予約をする

十 回 彗 言 の 本・野 田・盤 麓 ″

『

内 で締 4LS

力 図書室の本などを使つて調べものをする

キ 図書 室 のまん がを利 用する (借りる.室内で腕 む 、予 約するなど 106

ク 19つくりとllEごず

ケ 本やEnぺものについて職員に相談する

コ 子 どもの た め に不 や 籠 E る

サ 催 しもの (お 1まなし全 など )に多 加する

1)図書館については、「7_借りる・返却する」、Iウ 館内で議む」、|オ 調べものをする」、:力 机のある圧席」、lク ゆつくり過こ丁」につい
利用する・しないが分かれた。他は利用しないが約45%を超えた。
2)図書室については、「ア 図書室の本を借りる。返却する」について利用する・しないが分かれた。他は利用しない

和l用者アンケート集計(ダイジェスト版)

問5各項目についてどのくらい利用されていますか?(30代かつ利用者のみ)

15/33ページ

し`rD わ りと利用 ]( 1 D知 らなかっ

ア 本や雑鯰、CD・ビデオ等を借りる。返却する 166

イ 本や雑諄、CD・ビデオ等への予約をす

ウ 図書館の本・II聞・雑誌を館内で読む 4

工 CD・ ビデオ等を館内で聴く・観る

オ 図書館の本などを使って べものをする

力 机 の ある座 鷹 を利 用する

キ 図書館のまんがを利用する(借ける・館内て読む・予約するなど) 29,7

ク ゆっくりと過ごす 35.7

ケ 本や調べものについて、職員に相餃する

コ 子どものために本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる

サ 催しもの (おはなし会・EE演会・映画全など)に参加する

いつ■,瀾 | わりと利用丁4 たまに利用すそ 1利 用しない D知 らなかつた
ア 図書 室 の本 や 雑誌 を借 りる。返却する 4 22.5

イ 図書館の本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる(受け取る)

ウ 図書館の本や雑誌、CD・ ビデオ等を返却する

工 本や雑誌、CD・ビデオ等への予約をする

オ ロ書室の本・新聞・雑構を室内で鱗む

力 図書室の本などを使つて調べものをする

キ 図書室のまんがを利用する(借りる、室内で読む、予約するなど 526 12

ク ゆつくりと過ごす 33.5

ケ 本や調べものについて職員に相談する 31.2

コ 子どものために本や雑路を借りる

サ 催しもの(おはなし会など)に多加する

)凶薔 幅 に つ い て は 、iア 惜 り0・ 理 却 丁 る」の 利 用 か 45%看 超 え 、lイ ヤ 祠 丁 0」、1ワ _RI円 で 翫 じ 」、:不 調 ヘ モυ′を '

「ク ゆつくり過ごす」、「コ 子どものため」については、利用する・しないが分かれた。他は利用しないが約45%を超えた。
(2)図書室については、「ア 図書室の本を借りる・返却する」の利用が45%を超え、「イ りる」、「ウ 図書館の本を返却する」、

34 16/33ページ



問5各項目についてどのくらい利用されていますか?(40代かつ利用者のみ)

について、職員に相BJlする

利用者アンケート集計 (ダイジエスト版)

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版)

問5各項目についてどのくらい利用されていますか?(50代かつ利用者のみ)

3.わりと利用する12_たまに利用す 1 利 用 しない 〕 知 らなかった 無重

ア 図書 室 の 本や雑 誌を借 りる・返 却す る 6.8

イ 図書館の本や雑誌、CD,ビ デオ等を借りる(受け取る) 25.9 39_2

シ 図書館の本や雑誌 CヽD・ ビデオ等を返却する
工 本 や雑 鵬 、CD,ビデオ等へ の 予約をする 1

オ 回
=雷
の本・新聞・麟餞″

=肉
で続む

力 図書
=の
本などを使 つて調 べ ものをす る

キ 図書室のまんがを利用する(借りる、室内で読む、予約するなど

ン ゆっくりと過ごす 30.5

ア本や硼べものについて職員に相談する
コ 子 どもの ために本 や駐 目を情 りる 21.5

ナ 催しもの (おはなし会など)に多加する 69.2

}図書館については、iア 僣りる・返却する」の利用が45%を超え、lイ ヤ和
“

」、lワ 踊囚で醜C」、
「コ 子どものため」については、利用する・しないが分かれた。他は利用しないが40%を超えた。
(2)図書室については、「ア.図書室の本を借りる・返却する」の利用が50%を超えて、「イ 図書館の本を借り
「オ 室内で跡お 1ヽ「コ 子どものため lについては、利用する。しないが分かれた。他は利用しないが45%宅

」、「ウ 図書館の本を返却する」、
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4い つtj剰 用す 3わりと利用すそ2たまに利用すイ 1:利用しない 〕 知 らなかった 無匝
ア 本 や雑 誌 、CD・ビデオ等 を 1普 りる。返 却す る

イ本や雑誌、CD・ ビデオ等への予約をする

ウ 図書6gの本。新聞・雑誌を館内で読む

工 CD,ビデオ等を館内で聴く・観る

ケ 図書館の本などを使つて調べものをする

わ 机のある座席を利用する 3U.Z

午 図書館のまんがを利用する(僣りる。館内で読む・予約するなど)

ケ ゆっくりと過ごす 4

ン 本 や圏 べもの について、職 員 に相 談する

コ子どものために本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる 7

け 催しもの(おはなし会・EI演会・映画会など)に参加する 7

シ 会 昴 室 を利 用す る

(2)
4い つも利用丁 〉りと不1月 .たま:こ利用7~4 1 甲l用しない D知らなか 鴨回答

ア 図書室の本や雑諄を借りる・返却する

イ 図書館の本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる(受け取る)

ウ 図書館の本や雑誌、CD・ ビデオ等を返却する

工 本や織鯰、CD・ ビデオ等への予約をする 222

ケ 図書室の本。新聞・雑誌を室内で読む

力図書室の本などを使つて酬べものをする

キ 図書室のまんがを利用する(1苦りる、室内で談む、予約するなど

フ ゆつくり 量ごす
ア 本 や調 べもの について職 員に相 談す る

コ子どものために本や雑鯰を借りる

け 催しもの (おはなし会など)に参加する

利用する・しないが分かれた。他は利用しないが約50%を超えた。
(2)図書室については、「ア 図書室の本を借りる。返却する」の利用が45%を超え、「イ_図書館の本を借りる」、「ウ.図書館の本を返却する」、
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利用者アンケート集計(ダイジェスト版)

問5各項目についてどのくらい利用されていますか?(60代かつ利用者のみ)

利用者アンケート集計(ダイジェスト版)

問5各項目についてどのくらい利用されていますか?(70代かつ利用者のみ)

1

4_し つヽ わりとlllJ 2たまに利 1利 用 しなし 利 らな 73｀つ7 腰回答

ア 本や雑誌、CD'ビデオ等を借りる・返却する

イ 本や雑協、CD・ ビデオ等への予約をする

ウ 図書館の本・新聞・雑誌を館内で読む

工 CD・ ビデオ等を餌内で聡く・観る

オ 図書館の本などを使つて調べものをする

力 机 の ある圧 席を利用す る

キ 図書館のまんがを利用する(借りる。館内で読む・予約するなど) 12.5

ク ゆっくりと過ごす 23.5

ケ 本や調べものについて、職員に相談する

コ 子どものために本や雑誌、CD・ビデオ等を惜り

サ 催しもの(おはなし会・講演会・映画会など)に参加する

会饉室を利用する

4いつも利用す 3わりと利用すZ 2たまに利用する 1利 用 しなし D 知らなかつた 熙回答
ア 図書室の本や雑臨を借りる・返却する

イ 図 8館 の本 や盤盤 、CD・ ビデオ字を借 りる (受け取 る )
ウ 図 書館 の本 や雑 肱 、CD・ ビデオ等を返 却 する 12.3

工 本 や雑 誌 、CD・ ビデオ等への 予約をす る

十 回
=審
の 太・新 聞・蜻 臆 寡軍 肉 で離 お

わ 図書室の本などを使つてEnべものをする

キ 図書室のまんがを利用する(借りる、室内で統む、予約するなど 7

ワ ゆつくりと過ご考 23,4 1

ア 本 や 調 べもの について職 員に相談す る

コ 子 どもの ため に不 や 籠 あ 借りる

サ 催しもの(おはなし会など)に参加する

(1)図書館については、:ア 1晋りる・返却する」の利用が40%を灘え、|イ |
利用する・しないが分かれた。他は利用しないが40%を超えた。
(2)図書室については、「ア:図書室の本を借りる・返却する」の利用が40%

1内で読む」、Iオ_調べものをする」については

館の本を借りる」、「ウ 図書館の本を返却する」、
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1

い 三) わりと利用 たまに利 ′ 1 )知 らなか

ア 本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる・返却する

イ 本 や難 誌 .CD。 ビデオ軍 へ の予約 をす 30.2

ウ 図書館の本・新聞・雑誌を館内で続む 156 20.8

E CD・ ビデオ等を館内で聰く・観る

ケ 図書館の本などを使つて嗣べものをする
力 机のある座席を利用する

キ 図書 館 のまんがを利用す る (借りる。館 内で読 む・予約す るなど )

ク ゆっくりと過ごす

ケ 本や調べものについて.職員に相談する

コ 子どものために本や雑誌、CD。 ビデオ等を借りる

け 4産しもの (おはなし会 ,EI演会・映画会など)に参加する

シ 会議室を利用する

(全体として、霧回奮かおおい。)
(1)図書館については、「ア.借りる。返却する」の利用が約35%となり、「イ.予約する」、「ウ.館内で読む」、「オ_調べものをする」、
「力 座席を利用する」、「ク_ゆつくり過ごす」、「ケ 職員に相談する」については利用する。しないが分かれた。他は利用しないが40%を超えた。

`ク

回ヽ彗室についτl士 「ア 回婁室の大存借リス・板却すふ :の利用が35076葬招テ_「イ_図書館の本存借りる Iヽ「ウ 図書館の本を返却するJ(2)図書室については、「ア 図書室の本を借りる・返却する」の利用が35%を超え、「イ.図書館の本を借りる」、「ウ 図書館の本を返却する」
「工.予約をするJヽ「オ_室内で読むJ、「力.調べものをするJについては、利用する・しない力ぐ分かれた。他は利用しないが35%を超えた。
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利 用 百 ′ン 7-卜 栞 計 タヽ イン ニ人 ,駆ノ

問5各項目についてどのくらい利用されていますか?(80代以上かつ利用者のみ)

利用者アンケート集計(ダイジェスト版)

1

い1) )りと利用する 2.たまに 1利 用しなし D

ア 本や雑誌、CD・ビデオ等を借りる。返

イ 本 や 雑誌 、CD・ ビデオ等へ の予約 をす

ウ 図書館の本。新80。雑誌を館内で読む

=CDiビデオ等を館内で聴く
,観る

F館の本などを使つて調べものをする

力 机のある座席を利用する

図書館のまんがを利用ずる(借りる。館内で読む・予約するなど)

クゆつくりと過ごす 20.2

ケ 本や調べものについて、職員に相談する

コ 子どものために本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる

サ 催しもの(おはなし会・講演会・映画会など)に参加す

会BI室を利用する

4いつも利用すそ 3わりと利用す 2たまに利用すそ 1 利用しなし
ア 図書 室 の本 や雑誌 を借 りる・返 却す る 27.7

イ 図書館の本や雑誌、CD・ ビデオ年を借りる(受け取る)

ウ 図書館の本や難毬、CD・ ビデオ等を返却する 200

工 本 や雑 誌 、CD・ ビデオ等 へ の 予約をす る

オ 図8富の本 ,新麒・難壼を室内で読む
力 図書室の本などを使つて調べものをする

キ 図書 室のまん力惨 利 用す る (借りる、室 内で読 む 、予約するなど

ク ゆつくりと過ごす 603

ケ 本や調べものについて職員に相談する 20.0 61.5

コ 子どものために本や雑饉を借りる

サ 催しもの(おはなし会など)に参加する 323

(1)図書館については、「ア_借りる・返却する」の利用が30%を超え、「イ.予約する」、「ウ 館内で読む」、「オ 調べもの」、
「ケ.職員に相談する」については利用する・しないが分かれた。他は利用しないが20%を超えていた。17.職 員 に 引 誠 ]0」 に つ い (ほ 利 用 ワ0・ じ

`い
刀 ガ` 刀 れ` た olVは

'り

用 しり い ″ ι`υ力 τ鳳 ん い に` 。

(2)図書室については、「ア.図書室の本を借りる・返却する」の利用が35%を超え、「工 予約する」、「オ 室内で読む」、「力 調べもの」

21/33ペ ージ

問7各項目についてどれくらい必要だと思いますか?
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3 どちらかといえば必要 2_どちらかといえば不喜 1不 要 0わ からなし 無回答
ア フリーWi日の設置 147
イ 利用者インターネット端末の増設

ウ 開館時間の延長 12.5

工 開館日を増や
・ 170

歩 自習専用席の設置 803
カ カフエや喫茶店の設置 229
キ 授浮L室。おむつ交換スペースの設置 18.0

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版)

問7各項目についてどれくらい必要だと思いますか?(利用者のみ((3)は除く))

利用者アンケート集計(ダイジェスト版)

問7各項目についてどれくらい必要だと思いますか?(13歳未満かつ利用者のみ((3)は除く))
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すべての年代を通して集計した結果は、
(1)図書館については「ウ 開館時間の延長」、「オ 自習専用席の設置」、「キ.授乳室の設置」について50%超が必要と回答した。
他は必要・不要が分かれた。
(2)図書室については「7.OPAC」、「イ ブックポスト」、「ウ どこでも返却」、「オ.インターネット予約」、「キ ー度に検索」

1

4必 どちらかといえば必 どちらかといえは不覇 1 不要 Э.わからなしヽ 需回晉
ア フリーWiFiの 22.6

イ 利用者インターネット端末の増設

ウ 開館時間の延長 20.8

工 開館日を増やす

ナ 自習専用席の設置

カカフェや喫茶店の設置

午 授早L室・おむつ交換スペースの設置

索コンピュータ(OPAC)

3 だち鳥かルいテば必 1不 要 L

ア 駅 へ のブックポスト設 226 22.6

イ 館 内・室 内で利 用 できる′ヽ ッグの貸 出 194

ウ 有料の配送サービス 129 177
工 自動 貸 出機 の 導 入 24.2

オ ブックシャワー (書範消毒機)の設置

力 電子書籍の貸出

1 工 .開露 目 を増 や 丁 」、1オ .目 首 席 」に つ い
「力.カフェ」は必要・不要が分かれた。他は、必要・わからないが分かれた。
(2)図書室は、「工.待ち時間」、「オ.予約」については、必要・不要・わからないが分かれた。

“
)奨懲程:設鷲覇司諜紫]、 L自動貸出枷については、必要。わからないが分かれた。

０
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1

M 3どちらかといえば必ヨ 2どちらかといえ!ま不要11 不 Эわからなし
ア フリーWiFiの設置

イ 利用者インターネット
'

27.3 167 15.2

ウ 蘭館時間の延長 152
工 聞 目 日を, 152
オ 自習専用席の設置 I

カ カフェや喫茶店の設置

キ 授乳室。おむつ交換スペースの設置

利用者アンケート集計(ダイジェスト版)

問7各項目についてどれくらい必要だと思いますか?(13歳～15歳かつ利用者のみ((3)は除く))

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版 )

問7各項目についてどれくらい必要だと思いますか?(16歳～19歳かつ利用者のみ((3)は除く))
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3.どちらかといえば, 2どちらかといえば不 1 不要 10わからなL 回 答

ア 利用者用資料検索コンピュータ(OPAC)の設置
イ ブックポストの設置
ウ 図書室の本などがどこの回書館。図書室でも返却でき4 27.0

工 冒 出 噛 劉 の 待 ち時 間 の 短 露

オ 図書室の本などがインターネットで予約できる 3

力 聞室 時 間を早 くする 18.9

キ すべての図書館・図書室の本などを一度に検索できる

ク 机のある座席を設置または増設する

3 どちらかといえば必 2 どちらかといえfま不 1不 要 10わ からなし
ア 駅へのブックポスト設置

館 内・室 内で利 用できるパッグの 貸 出

ウ 有料の配送サービス 6

工 自動貸出機の導入 20.0

オ フツクシヤワー (喜殿消霊橙〕の設置

力 電 子 魯 籍の 曾 出 20_(

剛吾頭に、1ア .フリーWiFi」、lワ _開餌精間の性長」、:工.開層日を増やす」、:オ ロ習席」、につい
「キ 授乳室」については必要・不要・わからないが分かれた。他は必要・不要が分かれた。
(2)図書室は、「ア OPAC」 、「ウ_どこでも返却」、「オ インタニネット予約」、「キ.検索」、「ク 机のある座席」について60%超が

答した。「イ ブックポスト」は必要・不要・わからないが分かれた。他は、必要・不要が分かれた。

1

4 3_どちらかといえば必∃ 2_どちらかとい′ 1 不 理 0わ からなし 熙回督
ア フリーWFの設置 4 2Q3
イ 利用者インターネット端末の 贅

ウ 開館時間( 延長
工 開館日を増やす 4

ケ 自習専用席の設置 230
カ カフェや喫茶店の設置

キ 授早L星・おむつ交換スペースの設 ] 12.2 135 24.3

4必 晏 3 どちらかといえば2 2 どちらかといえば 1 不 理 Dわからなし 熙回晉
ア 利用者用資料検索コンピュータ(oPAC)の 設置 00
イブックボストの設置 23.3

ウ 図書室の本などがどこの図書館・図書室でも返却てきえ
二
=出
・遼却の待ち時間の短縮

ケ 図書室の本などがインターネットで予約できる 233 40.0

わ 聞室時間を早くする 30.0

キ すべての図書館。図書室の本などを一度に検索できる 23.3

フ机のある座席をEQ置または増設する

」、:ワ 闘露時間の延長」、1工 開餌日を増やす」、1オ ロ習席について」につい
必要と回答した。「キ 授乳室」については、必要・不要・わからないが分かれた。他は、必要・不要が分かれた。
(2)図書室は、「オ インターネット予約」、「力.開館時間」、「キ ー度に検索」、「ク_机のある座席」が60%超が必要と回答した。
他は、必要・不要・わからないが分かれた。
3)共通は、「ウ_配撲サービス llt不要・わか

26/33ペ ージ



問7各項目についてどれくらい必要だと思いますか?(20代かつ利用者のみ((3)は除く))

利用者アンケート集計(ダイジェスト版)

(1'凶吾■Eは、:ア .フリーWiFi」、lワ 開露時間の建量」、lオ`目習席について」について65%超が必要と回合した。
「キ 授乳室」については、必要・不要・わからないが分かれた。他は必要・不要が分かれた。
(2)図書室は、「ア.OPAC」 、「イ ブックポスト」、「ウ.どこでも返却」、「オ インターネット予約」、「キ.一度に検索」について
65%超が必要と回答した。他は必要・不必要が分かれた。
(3)共通は、「力 電子書籍」について必要・不要・わからないが分かれた。

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版)

問7各 項目についてどれくらい必要だと思いますか ?(30代 かつ利用者のみ((3)は除く))
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3どちらかといえば必到 2どちらかといえば不要彎1 不要 10わからなし
ア フリー WiFiの 設 置

イ 利用者インターネット端末の

ウ 開館時間の

工 開館日を増やす

オ 自習専用席の設置

カ カフェや喫茶店の設置 22.3

午 授 學L室・おむつ交換 スペースの設置

コンピEL~夕 (OPAC

4_ 3 どちらかといえ 2どちらかといえは不ヨ 1 不 要 D
ア 駅へのブックポスト設置 23.9

イ 館内・室内で利用できるパッグの貸出

フ 石料の配送サービス

エ ロ動留出破の導入

な フツクシヤワー (IFOjHttJI)の 設 置 〕0

力 電子書籍の貸出

(1)凶薔露は、|ワ 開露時間」、:オ ロ習席」、:キ_狡キL至」について約65%が必要と回否、他は必要・不要が分かれた。
(2)図書室は、「ア.OPAC」 、「イ.ブツクポスト」、「ウ どこでも返却」、「オ インターネット予約」、「キ_一度に検索」について
65%超が必要と回答した。他は必要・不要が分かれた。
(3)共通は、「ウ 配送サービス」について60%超が不要と回答、「力 電子書籍」は必要・不要 .わからないが分かれた。

И
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1

3.どちらかといえば必要 2どちらかといえlま不 1不 要 わ からなし

ア フリーWl日の 2′.3

イ 利用者インターネット端末の増 20.2

ウ 開館時間の延長 10.5

工 Bn館日を増やす 16.4

オ 自習専用席の

カ カフエや喫茶店の設置

午 授乳室。おむつ交換スペースの設置 24.7 432

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版 )

間7各項目についてどれくらい必要だと思いますか?(40代 かつ利用者のみ((3)は除く))

利用者アンケート集計(ダイジェスト版)

問7各項目についてどれくらい必要だと思いますか?(50代 かつ利用者のみ((3)は除く))
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ュータ(OPAC)

がインターネット

(1)図薔露は、:ウ 開館時間」、:キ.授早L呈」について65%運が必要と回合、他は必要・不必要か分かれた。
(2)図書室は、「7 0PAC」 、「イ.ブックポスト」、「ウ どこでも返却」、「オ インターネット予約 J、「キ_一度に検索」について
65%超が必要と回答した。他は必要・不必要が分かれた。
(3)共通は、「イ パッグ」、「ウ 配送サービスJについて50%超が不要と回答した。「ア:駅のブックポスト」については

ちらかとい, 2_どちらかといえば不 1.不 わからなし 熙回答

ア フリーWiFIの

イ 利用者 インター ネット端 末の増 設

ウ 剛 延

E開館日を増やす
ケ 自習専用席の設置

bカフェや喫茶店の設置 21_0

キ 授早L室・おむつ交換スペースの設置

―ネットで予約できる

(1)図書館は、「ウ 開館時間の延長」、1キ 授手L里」について70%超が必要と回奮した。他は必要・不要が分かれた。
(2)図 書室は、「ア.OPAC」、「イ ブックポスト」、「ウ どこでも返却」、「オ インターネット予約」、「キ.一度に検索」について
6596超 が必要と回答した。他は必要・不要が分かれた。
(3)共通は、「イ バッグ」、「ウ 配送サービス」について50%超が不要と回答した。

”
“



必 要 3_どちらかといえば必 理 2.どちらかといえば不 不要 10わ か らなし

ア フリーWiFiの ll置

イ 利用者インターネット端末の増設

ウ 開館時間の延長 134 13.9

二開館日を増やす 19`6

歩 自習専用席の設置 141

カ カフェや喫 茶 店 の 設置

キ 授乳室・おむつ交換スペースの設置

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版 )

問7各項目についてどれくらい必要だと思いますか ?(60代かつ利用者のみ((3)は除く))

利用者アンケート集計 (ダイジェスト版)

間7各項目についてどれくらい必要だと思いますか ?(70代 かつ利用者のみ((3)は除く))
9‰ )
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・図書室でも返却でき

他は必要・不要・わからないが分かれた。
(2)図書室は、「イ.ブックポスト」、「ウ_返却」、「キ 検索」ついて55%超が必要と回答した。他は必要・不要が分かれた。
(3)共通は、「ア 駅のブックポスト」、「オ ブックシャワーJについては、必要・不要が分かれた。
「力 電子書籍」については、不要・わからないが分かれた。他は、45%超が不要と回答した。

4必 要 2あ らかといえほ不劉 1 不要 10わ か らなし

ア フリーWiFlの 設置 153

イ 利用者インターネット端末の増設

ウ 開館時間の延長
工 開館日を増やす 20.5

ケ 自習専用席の設置

な カフェや喫茶店の設置 24.3 29.7

キ 授早L室。おむつ交換スペースの設置 20.5

4必 要 3 どちらかといえl」I必 2どちらかといえば不3 1 不 要 0 わからなL 』一４‐．５一３８．‐一３４．‐一如

ア 利用者用資料検索コンピュータ(OPAC)0設置
イ ブックボストの

シ 図書室の本などがどこの図書館・図書室ても返却できZ

E貸 出・返 却 の待 ち時 間 の 短縮
の本などがインターネットで予約できる

b BI室 時間を早くする

キ すべての図書館・図書屋の本などを一度に検索できる

ク 机のある座席を設置または増 [する

3

4必 要 どちらかといえば必ヨ 2.どちらかといえは不里 1 不要 0 わからなし
ア 駅 へ の フックボ スト設置

イ 館内・室内で利用できるパッグの貸出 20.5

ウ 有料の配送サービス

エ ロE/1買 出種の導入

な フツクシヤワー (喜■消
=破
〕の設置

わ 電子書籍の貸出

tt iソ ～ い ′9へ tの 唄 日 に つ い ι、茶 日 含 か ,7J■ つた 。ノ
(1)図書館は、「ア フリーWiFi」 、「イ インターネット端末」、「キ 授乳室」については、必要・不要・わからないが分かれた。
他は、必要・不要が分かれた。
(2)図書室は、「ウ 返却」が45%超が必要と回答した、他は、必要・不要が分かれた。
(3)共通は、「イ.バッグ」、「ウ 配送サービス」、「ェ.自動貸出機」について30%超が不要と回答した。
「力.電子書籍」については、必要・不要・わからないが分かれた。他は、必要・不要が分かれた。

32/33ページ



利用者アンケート集計(ダイジ
エスト版)

F.57各項目にうt)てどれくらい必要だ
と思いますか?(10代以上かつ利用者のみ((3)は除く))

|]                         illiiぃ が分かれ亀
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藤沢市図書館口図書室ご利用者アンケート

いつも図書館・図書室をご利用いただきありがとうございます。藤沢市図書館では、これからの図書館・図書室

のあり方について検討を進めており、その参考とするために利用の現状や皆様の意見を伺います。

調査は無記名です。ぜひ調査にご協力をお願いいたします。(回答するのに約10分かかります)

間1 あなたご自身について、差し支えない範囲で教えてください。

ア あなたの性別を教えてください。(該当の項目番号にひとつだけ0)
1.男性   2.女 性

イ あなたの年齢を教えてください。(該当の項目番号にひとつだけ0)
1.13歳未満   2.13～ 15歳    3.16～ 19歳   4.20代    5.30代
6.40代       7.50代          8.60代        9.70代     10.80代 以上

ウ あなたの職業を教えてください。(該当の項目番号にひとつだけ0)
1.会社員・公務員  2.自 営業・自由業  3.パート・アルバイト
4.家事専業    5.児 童・生徒・学生  6.無職     7.そ の他(        )

工 あなたのご住所を教えてください。(該当の項目にひとつだけ○)
1.藤沢市内  (ア 片瀬地区 イ 鵠沼地区 ウ 辻堂地区   工村岡地区  オ 藤沢地区

力 明治地区 キ 善行地区 ク 湘南大庭地区 ケ 六会地区
コ 湘南台地区サ 遠藤地区 シ 長後地区   ス 御所見地区 )

2.市外  (ア 茅ヶ崎市  イ 寒川町  ウ 鎌倉市 工 綾瀬市 オ 大和市 力 横浜市
キ その他(        ))

オ 普段、どなたと来館されることが多いか教えてください。(該当の項目番号すべてにO)
1_ひとりで  2.未就学の子どもと 3.小学生の子どもと 4.中学生以上の子どもと
5.配偶者と 6.親や兄弟・姉妹と 7.友人=知人と   8。 その他(        )

間2 あなたが利用する図書館・図書室について、教えてください。

(1週型割館について

ア あなたが主に利用する図彗館はどちらでしょうか ?(該当の項目番号にひとつだけ0)
1.総合市民図書館  2.南市民図書館   3.辻 堂市民図書館  4.湘南大庭市民図書館
5.利用しない

イ アで回答した図彗館を利用する頻度を教えてください。(該当の項目番号にひとつだけ0)
1.ほぼ毎日       2.週 に3回位    3.週 に1回位
4.2週間に1回位     5.月 に1回位    6.年 に数回位

ウ アで回答した図書館の主な滞在時間を教えてください。(該当の項目番号にひとつだけ○)
1.30分未満       2.30分 ～1時間未満  3.1時間～2時間未満
4.2時間～3時間未満   5.3時 間～4時間未満  6.4時間以上

(次ページに続きます)



(2)図彗室について

ア あなたが主に利用する図轟室はどちらでしようか?(該当の項目番号にひとつだけ0)
1.長後市民図書室 2.明治市民図書室  3.辻堂市民図書室(浜見山)4.御所見市民図書室
5.片瀬市民図書室 6.遠藤市民図書室  7.六会市民図書室   8.善 行市民図書室
9.藤沢市民図書室 10.鵠沼市民図書室 11.村岡市民図書室   12.利用しない

イ アで回答した図壇室を利用する頻度を教えてください。(該当の項目番号にひとつだけ○)
1.ほぼ毎日

4.2週間に1回位

2.週に3回位

5.月 に1回位

5.仕事などで必要になった

7.利用したいCD・ビデオ等があつた

9.子どものために利用した
11.その他 (

3.週に1回位

6.年に数回位

6.読みたい本があつた

8.ゆっくりとくつろぎたかつた

10.催しもの (おはなし会・講演会・映画会など)に参加した

)

間3 問2の (1)もしくは(2)のアで「利用しない」にOをつけた人におたずねします。
図書館もしくは図書室を利用しない理由はどのようなことですか。(該当の項目番号すべてにO)

1.場所がわからないから            2.図 書館口図書室へのアクセスが不便だから

3.施設が使用しづらいから           4.図 書館・図書室でのサービスの利用が不便だから

5.興味のある本や雑誌、CD。 ビデオ等がないから 6.利用の方法がわからないから  ‐

7.館内もしくは室内で会話ができないから

9.図書館・図書室に行く必要がないから

10.その他の理由 (

8.館内もしくは室内でくつろげないから

間4 初めて図書館や図書室を利用しようと思つたきつかけはどのようなことでしたか ?
(一番近いと思われる項目番号にOをしてください)

1.図書館ホームページや市の広報などをみて興味がわいた

2.その他メディア(テレビ・新聞・雑誌等)でみて興味がわいた

3.家族や友人・知人にすすめられて興味がわいた 4.学校の課題や宿題などで必要になった

間5 あなたは、図書館・図書室で次のような項目について、どのくらい利用されていますか ?
(一番近いと思われる項目の数字にOをしてください)
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(1)図書館

ア 本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる・返却する

イ 本や雑誌、CD・ ビデオ等への予約をする

ウ 図書館の本は新聞・雑誌を館内で読む

工 CD・ビデオ等を館内で聴く・観る

オ 図書館の本などを使つて調べものをする

力 机のある座席を利用する

キ 図書館のまんがを利用する(借りる・館内で読むヨ予約するなど)

ク ゆつくりと過ごす

ケ 本や調べものについて、職員に相談する

コ 子どものために本や雑誌、CD・ ビデオ等を借りる
サ 催しもの (おはなし会・講演会・映画会など)に参加する

シ 会議室を利用する
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(2)図書室

ア 図書室の本や雑誌を借りる・返却する

イ 図豊館の本や雑誌、CD・ビデオ等を借りる(受け取る)

ウ 図整館の本や雑誌、CD・ビデオ等を返却する

工 本や雑誌、CD・ビデオ等への予約をする

オ 図書室の本田新聞・雑誌を室内で読む

力 図書室の本などを使って調べものをする
キ 図書室のまんがを利用する(借りる、室内で読む、予約するなど)

ク ゆつくりと過ごす

ケ 本や調べものについて職員に相談する

コ 子どものために本や雑誌を借りる
サ 催しもの(おはなし会など)に参加する

間6 図書館や図書室を利用して次のようなことをお感じになりますか ?
(一番近いと思われる項目の数字にOをしてください)

ア 探していた情報や知識を得ることができた

イ 趣味や関心分野が広がった

ウ 本の探し方や、知識・情報の調べ方が判つた

工 読書習慣がついた

オ 読解力がついた

力 本に触れて、充実した時間を過ごせた

キ 学業上の成績や仕事上の成果向上など役に立った

ク 落ち着いて読書や勉強、考え事ができた

ケ 家族や友人口知人が本に親じむようになつた

コ 人生が豊かになった

問7 これからの図書館・図書室にとつて、次のような項目はどれくらい必要だと思いますか。
(一番近いと思われる項目の数字にOをしてください)

(1)図書館

ア フリーWi日の設置

イ 利用者インターネット端末の増設

ウ 開館時間の延長

工 開館日を増やす

オ 自習専用席の設置

カ カフェや喫茶店の設置

キ 授乳室・おむつ交換スペースの設置
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(2)図書室

ア 利用者用資料検索コンピュータ(OPAC)の設置

イ ブックポストの設置

ウ 図書室の本などがどこの図書館・図書室でも返却できる

工 貸出・返却の待ち時間の短縮

オ 図書室の本などがインターネットで予約できる

力 開室時間を早くする

キ すべての図書館・図書室の本などを一度に検索できる

ク 机のある座席を設置または増設する

(3)図書館・図書室共通

ア 駅へのブックポスト設置

イ 館内・室内で和1用できるパッグの貸出

ウ 有料の配送サービス

エ 自動貸出機の導入

ォ ブックシャワー (書籍消毒機)の設置

力 電子書籍の貸出

キ その他 (

間8 藤沢市の図書館・図書室について、よいと思つたことがあればご自由にお書きください。

間9 藤沢市の図書館・図書室について、物足りないもしくは改善して欲しいことがあれば
ご自由にお書きください。

以上でアンケートは終了です。ご協力いただき、ありがとうございました。
この用紙は回収箱に入れてください。
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「藤沢市図書館が市民のためにめざすもの

～ 5年後 010年後・100年後も受け継がれる図書館に向けて～J

2017年 (平成 29年)3月 28日

藤沢市これからの図書館検討委員会

(事務局)藤沢市 生涯学習部 総合市民図書館
〒252・0803

神奈川県藤沢市湘南台7丁 目18番地の2

TEL,0466-43-111l     FAX:0466二 46-1130

ホームベージ http=/ん醒 libi city.fujisawa.kanagawa.jp/


